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機能概要
AziunRemoteComm andServiceはクライアントアプリケーション(AZRCM D.EXE)で

指定されたサーバアプリケーションを起動し、終了ステータス等をクライアント

アプリケーションへ通知します。

動作環境
サーバアプリケーション

OS:W indowsNTServer Ver3.51以降

TCP/IP接続されているサーバ

　　クライアントアプリケーション

OS:W indowsNTW orkStation Ver3.51以降、W indows95/98

TCP/IP接続されているクライアント

W indowsNTServer
W indowsNTW orkStation

W indows95/98

アプリケーション起動要求

アプリケーション終了ステータス
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インストール手順
まず、インストーラーが入っている FDD もしくは CD-ROM をセットし、Setup.exeを

起動してください。

以下の画面が表示されますので、次へボタンを押してください。

次の画面でアプリケーションをインストールする先を選択してください。

既定値では、Program  Filesが指定されているので、それ以外の場所にインストールする

場合は変更してください。

次へボタンが選択されると次の画面が表示されます。
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この画面では、そのまま何も変更せずに次へボタンを押してください。

これでインストールは完了です。

この後、サービスの設定を行ってください。
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サービスの設定
本アプリケーションをインストールしただけでは、サービスは起動できません。

サービスを起動する場合は、インストールしたフォルダー内の、install.batファイルを

実行して行います。

なお、実行する前に、W indowsシステムフォルダー内の azrcmd.iniファイルの設定を

行ってください。

設定はメモ帳などで開いて行います。

下線部のみを変更します。

PORT=XXXXX

 TCP/IPのポート を設定します。

 空いているポート を確認するには、W indowsフォルダー内の

¥system32¥drivers¥etc¥Servicesファイルで確認してください。

LEVEL=X　(0,1を設定)

 イベントログでのメッセージ内容について設定。

 0の場合は、処理終了、エラーメッセージを表示

 1の場合は、エラーメッセージのみ表示。通常はこちらを設定してください。

TERM INAL=X (0,1を設定)

サービス終了時に起動したアプリケーションの処置方法を設定

0の場合は、起動したアプリケーションはそのまま放置する。

1の場合は、起動したアプリケーションも強制終了する。通常はこちらを設定してください。
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サービスの追加
サービスを追加する場合は、本アプリケーションをインストールしたフォルダー内の

install.batを実行してください。

実行後、サービスが追加され実行されます。

コントロールパネルのサービスにて確認してください。

サービスの削除
サービスを削除する場合は、本アプリケーションをインストールしたフォルダー内の

delete.batを実行してください。

実行すると、上記のコントロールパネルのサービスから削除されます。

サービスの停止、開始
サービスの開始は何も設定しなければ、自動的に開始されます。

サーバを起動した際に自動的に開始されるようになります。

サービスの停止、開始はコントロールパネルのサービスを使って操作してください。

イベントログ
本アプリケーションでは、異常時、サーバアプリケーション起動時には、イベントログに
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ログを記述するようになっております。　（環境設定の設定に従います）

以下の図は、環境ファイルの定義が LEVEL=0の時を示します。

なお、イベントログはアプリケーションログとして記述されます。

まず、クライアントから接続要求があった場合には以下のようなログが表示されます。

接続されたクライアントの IPアドレスを表示します。

接続後、指定されたアプリケーションを起動し、次のようなログが表示されます。
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 どこのフォルダーのどのアプリケーションが起動されたかを表示します。

 起動したアプリケーションが終了した場合は、以下のようなログが表示されます。

 この終了ステータスはクライアントへ通知されます。
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  エラーが発生した場合には、以下のようなログが表示されます。

  クライアントのアプリケーションが通知を受け取る前に、終了した場合に

　以下のようなエラーが発生します。

  なお、イベントログの設定は、できるだけエラーのみ表示するように、環境ファイルの

  LEVEL=1を指定してください。
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  なお、イベントログを以下のように設定してください。

  まず、管理ツールからイベントビューワーを選択し、アプリケーションログを選択します。「

  

  ログの設定を選択し、以下の画面を表示させます。

    イベントログ処理を上図のように、必要に応じてイベントを上書きするを選択します。

    こうすることにより、ログが最大サイズになっても警告メッセージを表示しません。
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クライアントアプリケーション
本アプリケーションをインストールしたフォルダー内に、クライアントアプリケーションも

インストールされます。

AzRcmd.Exe

このファイルは、Aziun RemoteComm and Serviceに対して起動するアプリケーションを

設定し、終了ステータスを受け取るアプリケーションです。

使用する際はクライアント環境へコピーして利用ください。

動作環境は、W indowsNT Server Ver3.51,4.0

　 　　  W indowsNT W orkstation Ver3.51,4.0

            W indows95/98

実行する場合は、以下の引数を指定してください。

AzRcmd.Exe IP=㈰ PORT=㈪ APP=’㈫' COM ='㈬' TIM ER=㈭ LOOP=㈮

① IP=IPアドレスの指定

Aziun RemoteComm and Serviceが起動しているサーバの IPアドレスを指定します。

XXX.XXX.XXX.XXX 形式で IPアドレスを設定します。

② PORT=ポート

ポート を指定します。　Aziun RemoteComm and Serviceのポート と同じにします。

③ APP=’起動するアプリケーションの指定’

サーバ上にあるアプリケーションのパスを指定します。

サーバから見た場合のパス名を指定してください。

必ずシングルコーテーションで囲ってください。

  ㈬ COM =’起動するアプリケーションの引数’

何も引数が存在しない場合は、この定義を省略してください。

指定する場合は、必ずシングルコーテーションで囲ってください。

④ TIM ER=接続できない場合の再接続までの時間指定

サーバへの接続ができない場合の再接続までの時間を指定します。

省略することも可能です。

⑤ LOOP=接続できない場合の再接続回数の指定

サーバへの接続ができない場合の再接続する回数を指定します。

省略することも可能です。
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